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　私はテレビをそれほど見る口ではないのですが、たまに思い立って連続ドラマを見ることがあります。NHK
のいわゆる大河ドラマも、取り扱っている時代や人物に興味が湧けば、数年に一度くらいのペースで視聴してい
ます。戦国時代や明治維新には積極的な関心を抱けないので、これらの時代を題材としたドラマはほぼまったく
見ないのですが、たまに自分が関心を持っている時代や人物を取り上げることがあるので、その年は結構熱心に
見ています。最近では、視聴率はあまり芳しくなかったようですが、10年ほど前に放送された『平清盛』が秀逸
な作品で、面白く見ていました。
　このような次第で、昨年放送された『鎌倉殿の13人』も、脚本家のことはさて置き、放送前からかなり期待し
て配役などを考えていました。北条義時が主人公なので承久の乱がクライマックスになることは間違いなく、そ
の一方の旗頭である後鳥羽上皇を誰が演じるだろうというのが最大の関心事でした。放送が始まると、三谷幸喜
流の小芝居が所々に入るのに目を瞑ればドラマ自体の出来はまずまずで、義時役の小栗旬や源頼朝役の大泉洋の
演技も充実していて、それなりに楽しんで見ていましたが、頼朝が伊豆に流されるに至った平治の乱の経緯をまっ
たく語らなかったことと、後白河法皇とその周辺の描き方が終始浅薄かつ戯画的であったことは、ドラマの奥行
きをやや底の浅いものにしていて、今後の展開に些かの懸念を抱かざるを得ませんでした。
　残念なことに、この懸念は当ってしまいました。後鳥羽上皇の配役はなかなか明かされなかったのですが、歌
舞伎役者になるのでは、という大方の予想通り、尾上松也が演じました。松也はいい役者だとは思うのですが、
後鳥羽院らしい品格と凄みを十分に出すには至らなかったというのが率直な感想です。役者のニンだけで言えば、
市川海老蔵（当時）が最善であったと思うのですが、團十郎襲名を控える身では起用はできなかったでしょう。
その後鳥羽院を中心とする京方の描写も薄味で、前半の後白河朝廷の描き方と大同小異であったため、鎌倉との
対立の構図が今一つ際立ちませんでした。何よりも最大の不満は、多芸多才な後鳥羽院が心血を注いだ『新古今
和歌集』とその歌壇のことがほとんど触れられず、『新古今集』の撰者で源実朝の和歌の師でもあった藤原定家
や後鳥羽院の皇子で承久の乱にも与して佐渡に流された順徳院、あるいは朝廷内の親幕府派の中心であった西園
寺公経といった超一流の大物歌人たちが、慈円を除いて誰一人画面に登場しなかったということです。承久の乱
の引金となった可能性が高い実朝暗殺の掘り下げも弱く、乱自体の描き方も駆足であったため、残念ながら十分
なカタルシスを得るには至らなかったのですが、今まで注目されることの少なかった幕府草創期の暗闘と内訌の
様相を克明に描き出して、それなりに見応えのあるドラマに仕上がっていたことは確かです。
　という訳で、紫式部を主人公とする来年の大河ドラマも、大変楽しみです。史実と『源氏物語』世界との関り
をどのように処理するかという難題はありますが、一方の主役となるに違いない藤原道長の権力掌握の過程（『大
鏡』に語られる逸話なども取り込まれるでしょう）を織り交ぜながら話は進むでしょうから、きっと面白い作品
に仕上がるであろうと期待しています。これを当て込んで道長や平安貴族についての関連書も続々刊行されてい
ますので、皆さんも是非、熾烈な権力闘争を演じながらも決して血腥くはならず、文化の面でも大輪の花を咲か
せたこの時代に興味を持っていただきたいと思います。

大河ドラマはいかが？
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令和５年度 第１学期「学位記授与式」
日時：令和５年９月2４日（日）14：00～
会場：岡山大学文化科学系総合研究棟２階　共同研究室

　季節は、暑かった夏から秋に移り、朝夕かなり涼し
くなってきた今日この頃、このような初秋の良き日に、
私たちは放送大学卒業の日を迎えることとなりました。
　本日は、素晴らしい卒業式を開催していただき、誠
にありがとうございます。
　また、ご多忙中にもかかわらず、ご列席頂きました
来賓の皆様、田仲所長をはじめ諸先生方、並びに関係
者の皆様に、卒業生一同、心から御礼申し上げます。
この場をお借りし、卒業生を代表いたしましてお礼を
述べさせていただきます。
　私は、2012年10月、全科生として「心理と教育」コー
スに入学しました。定年退職後にいまさら大学に行っ
て何になる、などと周りの声も聞こえましたが、私は

定年退職後のことを退職前から色々考えていましたの
で、一切ブレることはありませんでした。
　それは、①趣味のウォーキング、②無農薬・無化学
肥料の園芸、③町内会のボランティア活動、④ゴルフ、
⑤「おかやまみんなで走ろう会」、そして、⑥放送大
学です。心理と教育、生活と福祉、人間と文化、この
度自然と環境を卒業することができました。来期は情
報コースに進む予定です。
　振り返れば、決して順調にここまできた訳ではあり
ません。困った時には、事務室に何度も相談に伺い、
その都度、親切・丁寧にアドバイスを頂きました。
　また、面接授業では、学友達との新鮮で楽しい交流
がありました。受講した科目では、「いじめ問題と教

令和５年度 第１学期　卒業生
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令和５年度 第１学期「学位記授与式」

教養学部　自然と環境コース卒業　卒業生代表 中山　善吾
謝　辞



師の資質」、「果物カキを科学する」、「近代的言語観を
問い直す」が特に印象深い授業だったと記憶していま
す。吉田 裕一先生の講座「野菜栽培の基礎」では、
岡大農学部の農園に出かけ、美味しいイチゴを頂き、
また、玉葱の苗を譲って頂き、畑に植えました。
　サークルは、「日常の心理クラブ」、「パソコンクラ
ブ」、「同窓会」で楽しく活動しています。心理学は私
の生涯のテーマと思っています。日常の心理クラブに
参加される学生のテーマの切り口がとても新鮮で、心
理学だけに捕らわれることなく、日常の問題点を発表
者が発表し、全員で話し合います。パソコンクラブは、
パソコン・スマホの取扱いはもちろんのこと、懇親会
は何時も盛り上がります。コンサートの格安チケット
もあり、何でもありのクラブ活動です。同窓会は近場
に散策に行ったりしています。最近は、同好会の「経

済研究会」に参加し、暮らしや経済について、資料を
説明したり考えを話し合ったりしています。サークル
活動は、趣味の枠を広げてくれます。放送大学の楽し
さの半分はサークル活動だと思っています。
　入学時には「心理と教育」コースを卒業できる自信
は正直ありませんでしたが、今こうして、放送大学岡
山学習センターに在学して学びを継続できているのは、
堀内先生の講義などを通じて心理学を学び、生活に役
立てていこうと思えるようになったことが一番の要因
かと思っています。もちろん、他のコースもそうです
し、今後も学び続けたいと思っています。
　最後になりますが、放送大学と皆様の益々の御発展
を祈念して、お礼の言葉と致します。
　本日は、本当にありがとうございました。

「学生証」は、単位認定試験受験、図書・視聴学習室の利用、面接授業
の追加登録の際などに必要です。学習センター窓口でお渡しいたします。
システムWAKABAに顔写真の登録手続きを行っていない方は、「写真
票」（学生生活の栞の巻末様式、学部は様式１１、大学院は様式１０）
に所要事項を記入のうえ、早めに本部学生課入学・履修係に提出してく
ださい。

＊詳細は【学生生活の栞】学部P. 18～19　大学院P.  24～28
［岡山学習センター利用の手引き］P. ８

入学許可書を提示してください令和５年度第２学期の
新規入学・継続入学の方

有効期限切れの学生証と引き換えです全科履修生
有効期限切れの方

放送大学

放送大学

氏　 　  名　 ○ ○　○ ○
生 年 月 日　 平成○年○月○日
学 籍 番 号　 012‒345678‒9有効期限

令和○年９月末

学　生　証
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　放送大学では、BYOD（Bring your own device : 学生が日常的に使用するパソコンやタブレットを校内に持
ち込み勉強に活用すること）を推奨しています。
　学習センター/サテライトスペースで、Wi-Fiをご利用いただけますので、事務室に申請をお願いします。シ
ステムWAKABA「自己学習サイト」から情報セキュリティ研修を受講し、「終了証」を提示のうえ、必要事項
を記入した「無線LAN利用申請書」をご提出ください。「無線LAN利用申請書」は事務室でお渡しします。

BYODに伴うWi-Fi申請のおすすめ

令和５年度 第２学期 入学生の集い

令和５年度　第２学期「入学生の集い」
日時：令和５年１０月　７日（土）１４：００～
　　　令和５年１０月１５日（日）１４：００～
会場：放送大学岡山学習センター・第２講義室
　　　（岡山大学文化科学系総合研究棟　６階）

本年度は２日にわたって入学生の集いを開催いたしま
した。
入学生１７７人（大学院１１人、教養学部１６６人）
のうち、あわせて３６人の方のご出席をいただきまし
た。（撮影協力：カメラクラブサークル）

10月７日 １０月15日

学生証の交付について



【添削結果返送時期】：１２月末～１月上旬
【試験通知（受験票）送付時期】：試験日の約１週間前までに送付。
＊�１月９日（火）になっても、受験票が到着しない場合、あるいは紛失した場合は、
　大学本部（TEL：043-276-5111（総合受付））に連絡してください。
＊添削結果と試験通知（受験票）の到着が前後することがあります。

通信指導の結果返送と試験通知（受験票）

10月から３月までの
学習スケジュールをお知らせします。
　チェック欄を設けていますので、確認作業にご活用ください。 
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令和５年度第２学期の学習スケジュール 教務からのお知らせ

『学生生活の栞』
（学　部：P.29～）
（大学院：P.41～）

『学生生活の栞』
（学　部：P.62～）
（大学院：P.64～）

２０２３年度第２学期面接授業時間割表中国・四国ブロック版Ｐ８

『学生生活の栞』
（学　部：P.67～）
（大学院：P.66～）

10
　
月

11
　
月

12 

月

１
月

【放送授業開始日】：10月１日（日）
テレビ、ラジオで全15回の放送授業が始まっています。
＜オンライン授業を履修される方へ＞
全ての学習をオンライン上で行います。
＊�学期が始まったら、必ず、授業のページにアクセスし、課題、提出期間を確認して学習をはじめてください。

窓口での申請　�１０月１９日（木）受付初日午前１０時までに来所の方を対象に抽選（希望者
多数の場合）、それ以降先着順。追加登録申請書に必要事項を記入し、学生証、
所定の授業料（１科目：５，５００円、つり銭のないようにお願いします。）
をお持ちの上、学習センター事務室までお越しください。

郵送での申請　次の①～④を同封して、現金書留で岡山学習センターへ郵送してください。
　　　　　　　①　学生証のコピー
　　　　　　　②　追加登録申請書
　　　　　　　③　所定の授業料（１科目：５，５００円×希望科目数）
　　　　　　　④　�返信用封筒（長形３号（１２０×２３５ミリ））（宛先を明記、８４円切手

を貼付したもの）
＊希望者多数の科目は、直接来所の方を優先します。

学期の途中に１回、一定の範囲で通信指導問題が出題されます。
単位認定試験の受験資格を得るために、通信指導の提出が必要です。

【通信指導送付時期】：８月下旬～１１月上旬
　　　　　　　　　　（�印刷教材と一緒に届いています。一部の科目については別

に発送する場合があります。）
＊�１１月６日までに届かない場合は、大学本部（TEL：043-276-5111（総合受付））

に連絡してください。

通信指導の提出

面接授業の追加登録（空席は、１０月１４日㈯１２時～システム WAKABA で確認できます）

放送授業開始

【通信指導提出期間】　
郵送による提出の場合：１１月１５日（水）～１１月２９日（水）大学本部必着
「Ｗｅｂ通信指導」による提出の場合
　　　　　　　　　　：１１月８日（水）１０：００ ～ １１月２９日（水）１７：００



教務からのお知らせ

【次学期に学籍のある方】
上記にある「次学期の科目登録申請」と同時に行ってください。

【今学期で学籍が終了し、継続入学をお考えの方】
２月１３日（火）～２月２９日（木）に、システムWAKABA（インターネッ
ト）で継続入学の出願を行い、同時に面接授業科目登録を行ってください。

ただし、面接授業のみの登録はできません。放送授業またはオンライン授業
を１科目以上登録してください。
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『学生生活の栞』
（学　部：P.70～）
（大学院：P.71～）

『学生生活の栞』
（学　部：P.55～）
（大学院：P.56～）

次学期の面接授業の科目登録申請について 『学生生活の栞』
（学　部：P.37～）

１
　
月

３
月

２
　
月

次学期の科目登録申請

【成績通知時期】：２月下旬
放送授業・面接授業・オンライン授業は、
Ⓐ～Eの６段階評価になります。
※Ⓐ～Cが合格

次学期に履修する授業科目は、前学期中に科目登録することになっています。
①「システムWAKABA」（インターネット）で科目登録申請する方法と、②「科目登録申請票」
を大学本部に郵送する方法があります。どちらか１つの方法で申請してください。重複申請の
ないようお願いします。

＊科目登録申請の後、「科目登録決定通知書」が送付されます。
　この通知書には、放送授業とオンライン授業と面接授業の履修可能科目について記載さ
れています。
　通知書に記載されている授業料を、所定の期日までに必ず納入してください。
＊�「科目登録決定通知書」が３月中旬を過ぎても到着しない場合、あるいは紛失した場合は、

大学本部（TEL：043-276-5111（総合受付））にお問い合わせください。

成績通知

【科目登録申請時期】
①（インターネット）
　「システムWAKABA」による申請期間：２月１３日（火）～２月２９日（木）（予定）
　＊�インターネットの場合、追加、一部取消は可能です。すべての科目を取り消すことは

できません。
②（郵送）
　「科目登録申請票」による申請期間：

２月１３日（火）～２月２８日（水）大学本部私書箱必着
　＊郵送の場合、いったん受け付けた申請内容は、追加、変更、取り消しはできません。

■�次年度、卒業研究履修可となった方も、
科目登録申請が必要です。

合
格{Ⓐ…１００～９０点

A …　８９～８０点
B …　７９～７０点
C …　６９～６０点
D …　５９～５０点
E …　４９～　０点

【単位認定試験期間】：１月１６日（火）～１月２４日（水）（必着）
　２０２３年度の単位認定試験は、Web受験方式により実施します（郵送受験方式の科目を除く）。
　自宅等からインターネットを通じてWeb単位認定試験システムにアクセスして受験します。試験期間中い
つでも受験可能ですが、１科目５０分の制限時間があり、各科目１回のみ受験可能です。
　出題形式は、「択一式」「記述式」「併用式」があり、各科目の出題形式は「授業科目案内」に記載しています。
＜郵送受験科目について＞
　一部科目については、郵送受験方式にて実施します。単位認定試験を郵送受験方式で実施する科目の内訳は、

「授業科目案内」をご確認ください。
　郵送受験科目については、第１学期は７月上旬ごろ、第２学期は１月上旬ごろに大学本部から送付される、
問題用紙・解答用紙・提出用封筒を用いて、試験期間内に郵送で答案を提出します。

単位認定試験 ２０２３年度第２学期の単位認定試験は、
Web 受験方式（一部科目については郵送受験方式）にて実施します。



加来田　博貴 先生
　岡山学習センター客員准教授
　岡山大学准教授
　専門分野：医薬化学

「OTC医学品を学ぶ（2）」
13：00～14：30
①10/22 ②11/5 ③12/10 ④2/4 ⑤3/3

加来田ゼミ
日曜日

田仲　洋己 先生
　岡山学習センター所長
　岡山大学名誉教授
　専門分野：日本文学

『新古今和歌集』を読む
13：30～15：00
①10/13 ②11/24 ③12/22 ④2/９ ⑤3/15

田仲ゼミ
金曜日

齋藤　昇 先生
　岡山学習センター客員教授
　岡山大学名誉教授
　専門分野：動物生理学

「性分化（体と脳）のしくみ」
13：00～14：30
①10/25 ②11/29 ③12/20 ④1/31 ⑤2/28

齋藤ゼミ
水曜日

金関　猛 先生
　岡山学習センター客員教授
　岡山大学名誉教授
　専門分野：ドイツ文学、演劇学

「ユダヤ人について考える」
13：30～15：00
①10/12 ②11/9 ③1/11 ④2/8 ⑤3/14

金関ゼミ
木曜日

吉田　裕一 先生
　岡山学習センター客員教授
　岡山大学名誉教授
　専門分野：野菜園芸学

「秋冬野菜の成長と発育」　
14：00～15：30
①10/10 ②11/14 ③12/19 ④1/9 ⑤2/13

吉田ゼミ
火曜日

稲垣　賢二 先生
　岡山学習センター客員教授
　岡山大学名誉教授
　専門分野：農芸化学

「楽しく学ぼう　発酵食品の科学　Part2」
14：00～15：30
①10/11 ②11/8 ③12/13 ④1/10 ⑤2/14

稲垣ゼミ
水曜日

堀内　孝 先生
　岡山学習センター客員教授
　岡山大学教授
　専門分野：社会心理学、認知心理学

「心理学調査・実験演習」
15：00～16：30
①10/12 ②11/9 ③12/14 ④2/8 ⑤3/14

堀内ゼミ
木曜日

喜多　雅一 先生
　岡山学習センター客員教授
　岡山大学名誉教授
　専門分野：理科教育、国際教育協力

「身近なものを使って科学の本質に迫る実験・観察（5）」
13：30～15：00
①10/３ ②11/10 ③１/９ ④2/６ ⑤3/５

喜多ゼミ
火曜日
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所長・客員教員によるゼミ・学習相談のお知らせ
　学生のみなさま、通信制の学生生活は戸惑うこともあると思います。
　学習が思うように進まない、孤独な学習に不安を感じている、そんな悩みをお持ちの方、ぜひセンターに足を
運んでみてください。岡山学習センターでは、所長を含めた経験豊富な先生が学習相談やゼミを開講しています。

【ゼミ】
　岡山学習センター所長・客員教員の先生方が、専門分野のテーマに沿って開講する、小人数の双方向型授業で
す。講義を聴講するだけでなく、教材をもとにして質疑応答を交えながら勉強を進めます（全５回）。単位の修
得はできませんが、人数が少なくゼミ生同士も知り合いになれるので、ディスカッションもでき、マナーやコミュ
ニケーション能力、議論の仕方、考え方などが身に付きます。
　・岡山学習センター所属の在学生が対象
　・学期毎に５回で構成
　・受講料、申し込み不要
　・単位の修得なし

教務からのお知らせ



清水　光弘 先生
　岡山学習センター客員准教授
　元川崎医療福祉大学准教授
　専門分野：発達心理学

服部　美佳 先生
　岡山学習センター客員准教授
　岡山大学非常勤講師
　専門分野：英語学

「社会情動的発達の諸理論」
14：00～15：30

「生きた英語の部屋」
10：00～11：30

①10/5 ②11/2 ③12/7 ④2/1 ⑤3/7 ①10/14 ②11/11 ③12/2 ④1/6 ⑤2/3

清水ゼミ
木曜日

服部ゼミ
土曜日
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退任教員のご挨拶

服
はっ

部
とり

　美
み

佳
か

 先生
　2019年から５年間、放送大学では大変お世話になりました。 
　2020年からはCovidの時代になり、「教える」、「学ぶ」という当たり前のことが停滞せざる
をえない状況でした。その中で、どうすればコロナに阻まれることなく、通常通り皆さまの
勉学を進められるか、と思案したことを思い出します。自身も試行錯誤でしたが、事務所と
学生の皆さまには多大なご理解、ご協力をいただきました。ZoomやSkype、またGoogle 
Classroom、Formsなどで学習を継続でき、また結果的には思いがけずさらに発展した学び

になったことを誠にありがたく思いました。そして学生の皆さまの熱心さに、心から敬意を表したいと思います。 
　数十年前から、語学学習はカセットテープやCDなど、その時代の最新のテクノロジーとは相性がよく、音声学習
に役立てられてきました。対面での空気感に勝るものはありません。しかし語学はその国に行かなければ習得でき
ないのではなく、人智の尽くされたテクノロジーを学習に利用すれば、場所、空間を超えて私たちに幅広く、深く、
効率のよい学習機会を与えてくれます。 
　今話題のAIとのお付き合いは、明るい未来を築ける助けになってくれるよう、私たちの賢さが問われていますね。
でもせっかくですから、英語学習にもぜひ積極的にお役立てください。 
　最後に大好きなAnne of Green Gables （『赤毛のアン』）より引用いたします。 
　“Now there is a bend in it. I don’t know what lies around the bend, but I’m going to believe that the best does.” 

（さあ、別れ道ね。この曲がり角の向こうに何があるかはわからないわ。でもきっと一番よいものが待っているに違
いないの。） 
　センターの皆さまとのお別れは大変寂しいですが、今後ともどうぞご健勝で、そしてそれぞれの勉学の実りがさ
らに豊かにありますよう、心よりお祈り申し上げます。 
　感謝のうちに。

専門分野：英語学

 　学習の方法や進め方・卒業研究履修希望者の事前相談など、修学上の諸問題について、所長・客員教員の先
生方がマンツーマンで相談に応じます。
　・事前に学習相談日の予約、学習相談票の提出
　・月に２~３回
　・グループでも可
　・無料

　当日のお申込みも可能ですが、予約状況によりお受けできない場合もございますので、事務所への予めのお問
い合わせを推奨しています。
　電話：086（254）9240
　FAX：086（254）9286
　E-mail：okayama-sc@ouj.ac.jp

【ご注意】
　ゼミや学習相談の日程は、都合などにより急遽変更になる場合がございます。事前に学内の掲示やウェブサイ
トでご確認のうえ、ご参加ください。
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広報からのお知らせ公開講演会について 県内図書館との連携講座等

■公開講演会を開催しました。
　県内の図書館を会場に、一般の方が参加いただける公開講演会を開催しています。
（10月までの開講講座は以下のとおり）

■公開講演会 今後の予定

▲

６月１７日（土）１３：３０～１５：００
　岡山県立図書館　※令和５年度 第１回連携講座

「マザーグース」で英語理解を深めよう！
服部 美佳 客員准教授
マザーグースのフレーズが現代でも様々なシーンで
触れる機会があるのだと驚きました。

演題

講師
アンケート
より

▲

７月２９日（土）１３：３０～１５：００
　津山市立図書館　※令和５年度 第１回連携講座

“ユダヤ人”とは誰のことか
―ユダヤ人であるフロイトの書簡を手がかりとして―
金関 猛 客員教授
○○人とひとことで定義することの難しさを改めて
感じた。単純化することの延長が差別であるように
も感じた。

演題

講師
アンケート
より

▲

１０月２９日（日）
１３：３０～１５：００
　津山市立図書館
※令和５年度 第２回連携講座

ニワトリはなぜ毎日卵を産むのか
齋藤 昇 客員教授
ニワトリの卵は、私たちにとって貴重な食料であり
ますが、その卵はどのようにしてニワトリから産ま
れてくるのか、ニワトリの産卵に関する成果を解説
します。

演題

講師

内容

▲

９月１０日（日）１３：３０～１５：００
　瀬戸内市民図書館　※令和５年度 第１回公開講座

健康な暮らしを支える微生物と酵素の話
稲垣 賢二 客員教授
昔から日本の生活に活用されているお酒や日本酒、
みそなどの成り立ちが理解できました。

演題

講師
アンケート
より

▲
１０月１日（日）１３：３０～１５：００
　岡山県立図書館　※令和５年度 第２回連携講座

生物農薬の利用技術を通じて「農薬」を考える
吉田 裕一 客員教授
生物由来の農薬について興味深かったです。庭の虫、
ハチ、カエル、クモたちを大事にしたい。

演題

講師
アンケート
より



※�詳細は、各図書館のウェブサイトや窓口、または岡山学習センターウェブサイト（公開講
演会）、学内掲示等 でご確認ください。

　津山市立図書館にて毎月１回「特別セミナー」を開講しています。放送大学岡山学習センター田仲洋己所長の
「『源氏物語』を読む」とゲスト講師(客員教員)による講座の２本立てです。放送大学の学生に限らず、一般の
方もご参加いただけます。後期の内容等を以下にお知らせします。

　私のセミナーでは『源氏物語』の前半部の巻々を継続的に読んでいきたいと考えていますが、まず
は青春期の光源氏と中の品の女性たちとの交渉を語る「帚木三帖」を取り上げます。今期のセミナー
では、中の品の女性のトップバッターとして登場する空蝉の女の内面に焦点を当て、帚木巻の後半か
ら空蝉巻にかけての物語を読み進めます。

各日とも13：30～15：00

前半45分の講義

・第１回１０月１４日（土）光源氏と空蝉の出会い　その1 　※終了しました。
・第２回１１月１１日（土）光源氏と空蝉の出会い　その2
・第３回１２月 ２ 日（土）空蝉の苦悩と光源氏の執着　その1
・第４回 １ 月１３日（土）空蝉の苦悩と光源氏の執着　その2
・第５回 ２ 月１０日（土）碁を打つ女たち
・第６回 ３ 月 ９ 日（土）その後の光源氏と空蝉

・１０月１４日　加来田 博貴　客員准教授　※終了しました。
　　　　　　　　「風邪（かぜ）のセルフメディケーション」
・１１月１１日　 なし
・１２月 ２ 日　 稲垣 賢二　客員教授　
　　　　　　　　「ビタミンのお話し」
・ １ 月１３日　 金関 猛　　客員教授　　内容未定
・ ２ 月１０日　 齋藤 昇　　客員教授　　内容未定
・ ３ 月 ９ 日　 服部 美佳　客員准教授　内容未定

『源氏物語』を読むその 2

※詳細については、
　岡山学習センターウェブサイト
（学習センターからのお知らせ）
　または学内掲示等でご確認ください。

日　　程 演　題・講　師 会　　場

▶１２月３日（日）
　14：00～15：30

身近な幸福の心理学―描画法による幸せの色と形―
堀内 孝 客員教授

　倉敷市立中央図書館　
※令和５年度連携講座

▶１月２７日（土）
　13：30～15：00

二宮金次郎像の設置と岡山の報徳運動
森元 辰昭 元 清心中学校・清心女子高等学校教諭
　　 　　 元 岡山大学経済学部非常勤講師

　津山市立図書館　
※令和５年度特別講演会

▶２月４日（日）
　13：30～15：00

乳幼児の育ちを支える―発達心理学の視点から―
清水 光弘 客員准教授

　岡山県立図書館　
※令和５年度第３回連携講座

▶２月２４日（土）
　13：30～15：00

風邪（かぜ）のセルフメディケーション
加来田 博貴 客員准教授

　瀬戸内市民図書館　
※令和５年度第２回公開講座

タイトル

内　容

日程と内容の概要

ゲスト講師の日程と内容
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公開特別講座「津山特別セミナー」について　津山市立図書館 共催 広報からのお知らせ



　令和５年８月１９日(土)放送大学岡山学習センター講義室において、第4３回赤レンガフォーラムを開催しました。
今回は、放送大学岡山学習センター客員教授の金関猛先生による特別講演と、学生による卒業研究の振り返り発表を行い
ました。当日は、多くの皆さまにご参加いただき大盛況となりました。ありがとうございました！

実施日：令和５年９月７日(木)　13：00～15：00
集　合：後楽園正門前広場入園券売り場前

　放送大学岡山学習センターでは、毎年夏と冬に２回、学生と教職員相互の学びのための行事
赤レンガフォーラムを開催しています。本年度の日程は下記になります。
【第44回 赤レンガフォーラム】

【第45回 赤レンガフォーラム】

第１部　特別講演
「「ナチス」にかかわるいくつかの訳語を通じて「今」を考える」
　　放送大学岡山学習センター客員教授　金関　猛先生　（専門：ドイツ文学　フロイト研究）
第２部　学生発表
「ー卒業研究を振り返ってー　ライアーを使用した音楽療法の可能性を探る―精神科領域に焦点を当てて―」
　　教養学部　全科履修生　河田　和子氏 

　放送大学岡山学習センターでは、在学生を対象に、文化施設見学講座「お殿様＆お姫様目線で後楽園ゆっくり鑑賞」
を開催しました。
　当日は、公益財団法人岡山県郷土文化財団主任研究員　万城 昭（あき）氏（2019年度岡山市文化奨励賞受賞）によ
る特別解説を受けながら後楽園内を鑑賞しました。
　今回は、日頃は公開していない鶴鳴館の特別公開があり、新たな視点から後楽園を眺め、貴重な体験ができました。
　多数の皆さまにご参加いただき、ありがとうございました！

第１部　特別講演 
「生きた英語の部屋ー楽しく学びつつ効果的に習得する」
[講　師]　放送大学岡山学習センター客員准教授　服部 美佳先生（専門：英語学）
第２部　学生発表
①「ー卒業研究を振り返ってー英語学習の過程－6年間のジャーナルの記述から－」
②「ー卒業研究を振り返ってーリーディングが英語の総合力に与える影響について」
③「ー卒業研究を振り返ってー英語学習において　映画や歌の利用が果たす役割について」
[発表者]　教養学部　全科履修生　①松尾　登志子氏　②菅　千恵美氏　③覚正　直美氏　

第１部　特別講演　[講　師]　放送大学岡山学習センター客員准教授　清水光弘先生（専門：発達心理学）
第２部　学生発表　[発表者]   比江島 玲子氏
※詳細が決まりましたら、岡山学習センターウェブサイト、館内掲示、まなぴー通信等にてお知らせいたします。

令和６年２月１７日(土)　１３：３０～　会場：放送大学岡山学習センター６階 講義室

令和６年８月１７日(土)　１３：３０～　会場：放送大学岡山学習センター６階 講義室

第１部　特別講演　金関　猛先生 第２部　学生発表　河田　和子氏

参加者からの
質問に答える
金関猛先生と河田氏

鶴鳴館入口にて 能舞台にて

花葉の池にて

特別解説：万城氏

鶴鳴館内にて
延養亭へ向かう道中

日 時

日 時

内　容

内　容
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第４３回赤レンガフォーラムのご報告

令和5年度 文化施設見学講座 お殿様＆お姫様目線で後楽園ゆっくり鑑賞のご報告

令和５年度赤レンガフォーラムのご案内



１
JAN．

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

２
FEB．

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29

３
MAR.

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

■ 岡山学習センターの開所時間

■ 閉所日 �
・毎月曜日　　　　・国民の祝日に関する法律に定める祝日及び休日
・本年度の年末年始休業は、12月25日㈪～１月３日㈬
・臨時閉所日・・・センターカレンダー記載のほか、災害等により臨時閉所することがあります。

10
OCT．

月 火 水 木 金 土 日
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

11
NOV．

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

12
DEC.

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

区分 曜日 センター事務室 図書室（学修スペース）

通常期間 火～日 （午前）9：30～12：00
（午後）13：00～18：00 9：30～1８：00

諸般の事情により、予定した行事が延期または中止になることがあります。今後の予定変更は、
岡山学習センターのウェブサイトで確認してください。
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February
２月　４日㈰　県立図書館連携講座

１３日㈫　科目登録申請受付開始
１７日㈯　赤レンガフォーラム
２４日㈯　瀬戸内市民図書館公開講座
２５日㈰、２６日㈪　臨時閉所　岡山大学入試（前期日程）
２８日㈬　科目登録申請受付締切（郵送）
２９日㈭　科目登録申請受付締切（Web）
　〃　　　令和６年度第１学期学生募集締切（第１回）

January
１月　１日㈪～３日㈬　年始休業

１３日㈯、１４日㈰ 臨時閉所　大学入試共通テスト
１６日㈫～２４日㈬　単位認定試験（本部必着）
　※Web受験方式（一部科目については郵送受験方式）にて実施します
２７日㈯　津山市立図書館特別講演
２８日㈰ オープンキャンパス

※カレンダーの　　　部分は閉所日です。

スケジュール

November

11月　１日㈬　ライブWeb授業開始
　３日㈮　大学祭
　〃　　　同窓会特別講演
　８日㈬　通信指導提出開始（Web）
１１日㈯、１２日㈰　大学院　第２次選考（面接）
１２日㈰　臨時閉所　岡山マラソン
１５日㈬　通信指導提出開始（郵便）
１６日㈭　瀬戸公民館連携講座
１８日㈯　あわくら会館連携講座
２６日㈰　令和６年度第１学期学生募集開始（第１回）
　〃　　　新見市連携講座
２９日㈬　通信指導提出締切（Web／郵送）

October
10月　１日㈰　放送授業開始

　〃　　　県立図書館連携講座
　５日㈭　オンライン授業開始
　７日㈯、１５日㈰ 入学生の集い
１４日㈯　面接授業空席発表
１９日㈭　面接授業追加登録開始
２９日㈰　津山市立図書館連携講座

December 12月　３日㈰ 倉敷中央図書館連携講座
２５日㈪～３１日㈰ 年末休業

March ３月　１日㈮　令和６年度第１学期学生募集開始（第２回）
１２日㈫　令和６年度第１学期学生募集締切（第２回）
２３日㈯　学位記授与式（東京）
２４日㈰　第２学期　学位記授与式
２４日㈰～３１日㈰　図書室閉室
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